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社会とつながり未来を創る子供の育成

～社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習を通して～

東京都小学校社会科研究会

令和２年度からの研究主題



子供 社会

◆社会をよく見て、様子や仕組みが分かる子
◆くらべたりつなげたりして特色や意味を考える子
◆問いをもち社会の出来事を自分とつなげ、

よりよい社会づくりに関わっていこうとする子

つながる

分かる・考える

社会科学習で育てたい子供とは？

未来を創る

問い・関わり

希望
自覚

未来
発展
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社会とつながり未来を創る子供の育成

研究主題

社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習をつくる研究の重点は？

教材開発・教材分析・単元構想

■問題意識や追究意欲が高まる教材
■社会とのつながりを実感できる教材
■東京らしい教材
■見方・考え方を働かせる教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材



社会とつながり未来を創る子供の育成

研究主題

社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習をつくる研究の重点は？

学習指導要領解説に基づき、

◆知識 ◆見方・考え方
◆資料 ◆問い から
教材を分析し
単元を構想する。

教材開発・教材分析・単元構想

■問題意識や追究意欲が高まる教材
■社会とのつながりを実感できる教材
■東京らしい教材
■見方・考え方を働かせる教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材



研究の重点内容

■追究意欲が高まる■見方・考え方を働かせる教材■東京らしい教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材 ■関わり方を考える教材

① 主体的に問いを追究する工夫

〇問いが生まれる出合い 〇学習問題と予想 ○問いの連続や構成



研究の重点内容

■追究意欲が高まる■見方・考え方を働かせる教材■東京らしい教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材 ■関わり方を考える教材

① 主体的に問いを追究する工夫

〇問いが生まれる出合い 〇学習問題と予想 ○問いの連続や構成

② 見方・考え方を働かせる学習活動の工夫

〇視点に着目して調べる 〇比較・分類・関連付けて考える 〇選択・判断する



研究の重点内容

■追究意欲が高まる■見方・考え方を働かせる教材■東京らしい教材
■人の働きを共感的に捉えられる教材 ■関わり方を考える教材

① 主体的に問いを追究する工夫

〇問いが生まれる出合い 〇学習問題と予想 ○問いの連続や構成

② 見方・考え方を働かせる学習活動の工夫

〇視点に着目して調べる 〇比較・分類・関連付けて考える 〇選択・判断する

③ 子供の学びを確かにする評価の工夫

○３観点による評価 ○指導に生かす評価 〇児童が学びに生かす評価



社会とつながり未来を創る子供の育成

研究主題

研究の重点内容・指導の手だて

① 主体的に問いを追究する工夫

② 見方・考え方を働かせる学習活動の工夫

③ 子供の学びを確かにする評価の工夫

社会的事象の見方・考え方を働かせ、
主体的に問いを追究する学習をつくる研究の重点は？

・単元指導計画
の作成
・評価計画の作
成
・授業場面での
具体的な手立て



国土や産業の様子について、国民生活との
関連を踏まえた確かな理解を基に、

社会にみられる課題を把握して多角的に考え、
我が国の未来を考えようとする子供の育成

５年部会 目指す児童像



研究の仮説

我が国の国土や産業の様子について国民生活との関
連を踏まえた確かな理解につながる問いや、社会に
見られる課題を把握して多角的に考えるための問い
をもてるように、新しい教材を開発し学習活動を工
夫すれば、社会の発展についての関心が高まり、こ
れからの社会の形成に関わっていこうとする子供が
育つであろう。



５年部会 今年度の実践

実践事例①
６月 世田谷区立烏山北小学校 渡辺 大介 先生
「低い土地のくらし」

実践事例②
１２月 町田市立小山小学校 嶋中 智彦 先生
「情報を生かす産業」

実践事例③（リメイク実践）
１０月 世田谷区立赤堤小学校 小田克哉 先生
「自動車をつくる産業」



主体的に追究する問いの工夫1

〇子供が「問い」をもち、追究への意欲を高めるための工夫

実践事例１ 既習で培った国土に対する見方・考え方を活用して、
産業学習に向けて学習の見通しをもたせる

実践事例２ 体験的な活動を設定したり、物流に関係する情報の
活用を想起するための図を活用したりして学習問題
を追究するための問題意識を醸成する

実践事例３ 「つなぐ」段階の２時間を共通の問いを設定する
ことで、問題意識を継続して追究する

研究の内容



主体的に問いを追究する工夫1

〇問いを主体的に追究するために学習の内容や方法を
選択できる工夫を位置付ける

実践事例① 調べてためのツールを選択したり、双方向授業
支援アプリを活用したりして学び合える学習展開を
位置付ける。

実践事例② 「しらべる」段階においてジグソー学習を設定し、
児童が資料を選択して調べる。

研究の内容



見方・考え方が働く学習活動の工夫2

〇比較・分類・総合したり国民（地域）との生活と
関連付けて考える学習活動の工夫

実践事例１ Yチャートを活用して「生活」「農業」「観光業」の
３つの視点をもって調べたことを整理し、それらの
まとめを総合して考え、学習問題を解決する。

実践事例２ 情報活用図を作成し、大量の情報や情報通信
機器の活用を関連付けたり、生産者と消費者を
関連付けたりして話し合う活動の設定。

実践事例３ 同心円チャートを活用し、自動車会社の新しい取組によって、
今後の社会の発展や私たちの生活の変化について
多角的に考える活動の設定。

研究の内容



子供の学びを確かにする評価の工夫3

〇学習の見通しと振り返りの工夫
実践事例１ 授業支援アプリの画面共有機能を活用した

自己の学び方について振り返る場面の設定

実践事例２ １単位時間の授業の導入における前時の
振り返りを活用した授業展開

研究の内容



低い土地のくらし

実践事例Ⅰ



本実践は…

国土と産業の学びを
つなげる実践！



Ⅳ 実践事例Ⅰ 「低い土地のくらし」（全７時間）

★「つながり」を意識した
単元構成

★国土を俯瞰して考えるため
の資料の活用

☆ 実践のPoint！ ☆



１ 我が国の国土の様子と
国民生活

①世界の中の国土
②国土の気候
（寒い土地のくらし）
③国土の地形の特色
（低い土地のくらし）

２ 我が国の農業や
水産業における
食料生産

３ 我が国の工業生産

国 土 単 元 産 業 単 元

単元と単元をつなぐ学んできたことをつなぐ

つながりを意識した単元構成
主体的に追究する問いの工夫



これまでの国土単元から産業単元の流れ…

全く新しい
学習が始まる
のかなぁ…

国

土

単

元

産

業

単

元

国土単元で
学んだこと
を産業単元
へつなげに
くいなぁ…

主体的に追究する問いの工夫



国土単元で学んできたことを
産業単元につなぐための１時間を設定

学習してきたことを基
に自然環境と国民生活
のつながりを考え、
産業単元への
興味・関心を高める

つ な が る 次の単元でも、
「気候」や「地形」
が関係しているかも
しれない！

産

業

単

元

国

土

単

元



つながる

①寒い土地でくらす人々と
低い土地でくらす人々の共
通点を確認する。

②日本の他の地域でくらす人々
が、どのようにくらしているか
グループで予想を出し合う。

③ふりかえり
今日の授業を終えて

考えたことや今後考え
ていきたいことをノー
トに書く。

国土単元で学んできたことを産業単元につなぐ



共通点を確認

国土単元で学んできたことを産業単元につなぐ
①寒い土地でくらす人々と低い土地でくらす人々の
共通点を確認する。

寒い土地でくらす人は雪
を、低い土地でくらす人
は水を利用してくらして
いる！

日本の他の地域では、
どうやってくらして
いるのかな？



予想を出し合う

国土単元で学んできたことを産業単元につなぐ

②日本の他の地域でくらす人々が、どのように
くらしているかグループで予想を出し合う。

これまでの学習で使った
雨温図や立体地図を使っ
て予想してみましょう。

国土を俯瞰して考え
るための資料の提示

見方・考え方が働く学習活動の工夫



(地図アプリを見

て)田んぼがたく

さんあったよ。

海に近い所(東京
湾)は、工場が多
い？外国へ運びや
すいと思うな。

グループでの話し合い

(立体地図を見て)

広い平野があるか

ら農業がさかんな

のかな？

(雨温図を見て)
雨が多い地域だか
ら、雨に備えてい
るかもしれない。

国土単元で学んできたことを産業単元につなぐ
見方・考え方が働く
学習活動の工夫



次の農業の学習では、
その土地の気候に注
目して調べてみたい。

くらしには、降水量と気温が関係
していると思いました。山が多い
土地のくらしが気になったので、
もう少し調べてみたいです。 日本には、それぞれの県

や都市にその土地の特色
のようなものがある。
そして、この学習を通し
てもっと色々な県や都市
を調べたいと思った。

国土単元で学んできたことを産業単元につなぐ

ふり返り ③今日の授業を終えて考えたことや、今後考えていきたいこと
をノートに書く

子供の学びを確かに
する評価の工夫



①地理的な見方・考え方を働かせることを通して、その地域の

特色を捉えるだけにとどまらず、産業単元においても国土の地

形や気候の特色を意識し日本全体を俯瞰しながら、問いを追究

したり自分の考えをもったりすることができた。

②他教科においても単元のつながりを意識して自分の考えを発

表することができるようになった。

実践の成果



国土の見方を生かして

産業の見方を変えて

みませんか？



町田市立小山小学校
嶋中 智彦

情報を生かす産業

実践事例Ⅱ



Ⅳ 実践事例Ⅱ 「情報を生かす産業」（全６時間）

★運輸業の情報活用
★クロノゲートの教材化
★産業の発展と国民生活の向上を分
けて調べる活動を設定したこと

☆ 実践のPoint！ ☆



教材の魅力

インターネット
の普及
在宅時間の増加

ネット販売
利用増



情報活用の「あり」と「なし」を比べて



たくさん
分けられたよ！

少ししか分けら
れなかった。

情報
主体的に問いを追究する工夫



速い！！

どうやって
いるの？

赤い光は
なんだ？

バーコードを読
み取っているん
だ！

情報

運輸業では、どのような情報を
どのように活用しているのだろう。

主体的に問いを追究する工夫



調べる

運
ぶ
側

受
け
取
る
側

配送ルートの最適化
クロノゲート
宅配料予測

LINEを利用したサービス
受け取り方法の変更

第
三
時

第
四
時

産業の発展

国民生活の
向上

情報の種類・情報活用の仕方



情報 情報

どの順で配達しよう？

配
達
順
が
一
目
で
わ
か
る



その日の荷物の
量が情報だね！

それを使ってト
ラックの台数を
あらかじめ決め
ておくんだ！

荷物が多い日に
トラックが足ら
ないことがあっ
たんだ。

見方・考え方が働く
学習活動の工夫



まとめる

運輸業では、届け先の住所や渋滞情報、配達する荷物
の量などの情報を生かして再配達を減らして効率よく
仕事をしていた。それによって私たちは好きな時間や
場所で荷物を受け取ることができるようになり、生活
が便利になっている。

見方・考え方が働く
学習活動の工夫



つなぐ

受注 出荷梱包
ピック
アップ

個人向けの宅
急便だけじゃ
ないんだ

他の産業の発
展も支えてい
るんだ

見方・考え方が働く
学習活動の工夫



実践の成果

農業

工業

情報

情報



身の回りの産業の
情報活用、一緒に
探してみませんか？



自動車をつくる工業

実践事例Ⅲ



自動車工業の発展を考える



自動車工業のミライを考える実践



実践事例Ⅲ 「自動車をつくる工業」（全８時間）

★ウーブンシティ

★「つなぐ」段階

★問いに合わせた学習活動の選択

☆ 実践のPoint！ ☆



指導計画

つかむ 調べる つなぐ

日
本
の
自
動
車
は
世
界
で
ど
の
く
ら
い
乗
ら
れ
て
い
る
の

だ
ろ
う
。
①

豊
田
市
は
ど
の
よ
う
な
ま
ち
な
の
だ
ろ
う
。
②

世
界
で
人
気
の
日
本
の
自
動
車
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
た
く
さ

ん
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

組
み
立
て
工
場
で
働
く
人
々
は
、
ど
の
よ
う
に
自
動
車
を

つ
く
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
③

自
動
車
の
各
部
品
は
ど
の
よ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
④

新
し
い
自
動
車
は
、
ど
の
よ
う
に
開
発
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
⑤

日
本
の
自
動
車
工
業
に
関
わ
る
人
々
は
、
優
れ
た
自
動
車

を
た
く
さ
ん
つ
く
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
や
祖
力

を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
⑥

日
本
の
自
動
車
工
業
は
、
組
み
立
て
工
場
と
関
連
工
場
が
協
力

し
て
、
た
く
さ
ん
の
自
動
車
を
つ
く
っ
て
い
る
。
ま
た
、
消
費

者
や
社
会
の
課
題
に
合
わ
せ
て
、
新
た
な
自
動
車
を
開
発
す
る

工
夫
や
努
力
を
す
る
こ
と
で
、
国
民
が
よ
り
よ
い
自
動
車
を
使

う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
変
わ
っ
て
い
く
の
だ

ろ
う
。
⑦
⑧

こ
れ
か
ら
の
自
動
車
工
業
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
か
。
⑧

こ
れ
か
ら
の
自
動
車
工
業
は
、
自
動
車
を
つ
く
る
だ
け
で
は
な

く
、
環
境
に
配
慮
し
た
り
、
世
界
中
の
人
が
便
利
に
暮
ら
す
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

主体的に追究する問いの工夫



教材の魅力



新たな研究開発
（ウーブンシティ）

ヒトが中心の街 未完成の街実証実験の街

多様性をもった人々が幸せに暮らすことができ
る未来を創造することに挑戦



１００年に一度の大変革時代

自動運転

多様なニーズ

電気
自動車

新たな研究開発（ウーブンシティ）



新たな研究開発（ウーブンシティ）

今後の自動車工業の発展

１００年に一度の大変革時代

人々の生活の変化自分の
考え

興味
関心

第7時

第8時



つなぐ

この街は
何なんだ。

何でこんな街
をつくるの。

私たちの生活はどのように変わっていくのだろう。

新たな研究開発（ウーブンシティ）



日本車は世界で
人気がある

２、トヨタ自動車
５、ホンダ
７、日産自動車

１４、日産自動車
１６、トヨタ自働車

世界新車販売台数ランキング

電気自動車新車販売ランキング

電気自動車はあ
まり売れてない



新たな研究開発（ウーブンシティ）

電気自動車 水素自動車 自動運転システム

家庭内での
ロボット活用

荷物の輸送への活用他企業と連携した
水素エネルギーの検証



思考ツールの活用 タブレットの
活用

班での
話し合い

自主的な
家での学習

水素を使っ
た暮らしの
検証をして、
日本全国や
世界に展開
できるよう
にしている。

未来に向け
て新しいも
のをつくる
ために取り
組んでいる。

見方・考え方が働く
学習活動の工夫



思考ツールの活用

ウーブンシティの
取り組み（第7時）

自分たちの生活の
変化（第8時）

誰でも楽しく、
安心して過ご
せる。

環境に優し
く、多くの
人の生活が
豊かになる。

見方・考え方が働く
学習活動の工夫



生活の変化

取り組み

自動車工業はどのようなことを考えていくことが
必要なのか

様々な人
と協力し、
環境やロ
ボットの
課題解決
が必要。

どんな人も住みやす
くなる社会を考えな
ければいけない。



児童の反応

ま
と
め
る

つ
な
ぐ

A児
どんな人でも気軽に安
心して乗れる車や、環
境に優しい車をつくっ
ている。

B児

お客さんの要望や社会
のニーズに合わせた研
究開発に取り組んでい
る。

環境を配慮した上での
車の開発が必要。それ
が世界中の人々を幸せ
にする社会になる。

安心安全など、高齢者
や障がい者の人たちが
もっと楽に、生活でき
る工夫が必要になる。



自動車工業のミライを
共に考えてみませんか？



忍岡小学校 実践の紹介

台東区立忍岡小学校 波木井 俊介先生
佐藤 晶 先生

「環境を守る私たち」



「環境を守る私たち」（全７時間）

★東京都・隅田川の水質汚濁の教材化
★しらべる段階の資料選択の自由
★思考ツールを活用して関連・総合して
考える学習活動

☆ 実践のPoint！ ☆

忍岡小学校 実践の紹介



教材について

〇モデル教材としての水俣病の学習、
全国の公害分布図

〇同時期の東京の海や川の様子
→昔と今の東京湾、隅田川の様子を
比較し、水質汚濁の解決の過程に
ついて問題意識をもつ。



忍岡小学校 実践の紹介

【資料選択の自由】
隅田川の水質改善
の取組

行政・企業・市民の
資料を児童の関心
の高いものから
選択して調べ、
Yチャートにまとめ
る。

【自分の事として
考える】

隅田川の流れ着く
先の東京湾の環境
改善について大切
だと思うことについ
て思考ツールを活
用して、グループで
話し合う。

【学びの振り返り】
単元全体を振り返
り、改めて東京都
の水質改善のため
に様々な立場の視
点から自分が大切
にしたいことを選
択・判断する。



５年部会 研究の成果

つながり

１ 事前・検証授業の充実 ２ 学習内容・学習方法の
選択

挑戦ゆだねる

３ 魅力的な教材開発・
学習活動



５年部会 研究の課題

〇思考ツールを活用した話し合い活動では、
学習活動の目的を明確にし、教師が
ファシリテーターとして、子供に何を
問い返すのかを十分検討する必要がある。

〇子供に学びを委ねるスタイルについては、
教師の力量が問われるため、部会内で授業の
イメージを共有し、それぞれが実践していく中で
アップデートしていく必要がある。



東京大会に向けて、
一緒に学んでみませんか？

ご清聴ありがとうございました。


